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 　　　　　　　   Structure Kansai  
　　　　　　　100号記念号
　　　　　　　発行にあたって

　　　　　　　広報委員長　
                     大林組　設計部部長
　                              安井　雅明

１．はじめに
　新年あけましておめでとうございます。

会員の皆様におかれましてはいかが新年

をお迎えでしょうか。さて今回の2009

年 新 年 号 は 、 関 西 支 部 の 広 報 誌

Structure Kansaiが創刊されて100号と

なる記念すべき号であります。

　広報誌は、広報委員会が企画・編集・

発行を行いますが、その掲載内容は、多

くの会員の方々の原稿や生の声を頂くこ

とにより構成されています。記念号の巻

頭ページをお借りして、これまで広報誌

を発行してこられた広報委員の方々や、

原稿を頂いた多くの会員の皆様に、まず

は感謝の意を表したいと思います。

２．広報委員会の活動
　現在広報委員会は、私を含めて合計

15名（石槌・大住・垣岡・金田・河野・

小島・白髪・白沢・田代・藤井・三原・

三輪・安井・山浦・山根　敬称略順不同）

で活動を行っています。広報委員会の活

動は、会員の皆様への情報提供を中心に、

基本的には会員サービス向上を目的とし

た活動と位置づけております。

　具体的な委員会活動は、「広報誌

Structure Kansaiの企画・編集・発行」

「ホームページの企画・更新・管理」

「産・官・学関連機関へのＰＲ活動」な

どであります。中でも広報誌の発行は、

委員会活動の中心で大部分のエネルギー

を費やしています。各号ごとに2名の方

にご担当頂き企画・編集・発行を行ない

ますが、年４回の発行を継続していくた

めに、委員の方々には大変なご苦労をお

かけしております。

　その他ホームページの企画・更新・管

理は、情報化網の進展のため、現在その

充実に取り組んでいます。会員の皆様へ

の一斉メールや、アンケート調査などが

迅速に行なえる環境になりつつあります。

３．広報誌の歴史と役割
　Structure Kansaiの第1号は1982年

６月に構造家懇談会関西支部設立を巻頭

記事として創刊され、以来今年で27年

100号を数えました。

　これまで継続して広報誌を発行してこ

られた先輩の方々に敬意を表する意味で、

歴代の広報委員長をご紹介させていただ

きます。

　　初代　樋口元一

　　２代　板垣勝善

　　３代　岡本達雄

　　４代　多賀謙蔵

　今回記念号の企画は広報委員全員で取

り組みました。編集委員としては三原清

敬さんと河野隆史さんがご担当されまし

た。三原さんにおかれましては、広報委

員会が発足し、Structure Kansai 第１

号創刊当時から広報委員として活動して

こられました。その方が100号記念号の

編集委員を受け持たれたことをここに紹

介させていただくとともに、長年のご活

躍と今回の記念号発行のご苦労に対して

深く敬意を表します。

　さて過去のバックナンバーの記事を今

改めて開けて見ますと、関西支部の広報

誌として多くの役割を果たしてきたと感

じます。「会員相互の情報交流の場」と

しての役割が基本ではあると思います。

しかし100号の積み重ねにより「関西の

構造技術の歴史そのもの」を読み取るこ

とができる価値ある文献になっています。

またJSCAという全国組織の中で「関西

支部としての役割や活動方針」を考える

上での貴重な資料ともなっているのでは

ないでしょうか。Structure Kansaiは

支部報として今後も果たすべき役割は大

きいものと思います。

４．おわりに
　今回の100号記念号発行を契機に、会

員の皆様へのさらなるサービス向上につ

ながるような広報委員会としての活動を

続けていこうと考えています。

　広報誌Structure Kansaiにおいては、

200号記念号発行に向け、新たな企画内

容にもチャレンジしていきます。またホ

ームページについては、今後JSCA関西

支部活動の情報網の主力となると思いま

す。そのためより使いやすい環境に随時

更新していきます。

　会員の皆様のご支援をどうぞよろしく

お願いします。

今春リニューアルオープンを目指す阪神甲子園球場（2008.12.8撮影）

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。
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新年明けまして
おめでとうござます

　　　副支部長　  　　　
（株）東畑建築事務所

近藤　一雄
 新年明けましておめでとう御座います。

加えて「Structure�Kansai」100号発刊お

めでとう御座います。新耐震設計法の施行

により個人の疎外化、孤立化が増大する中、

構造設計者の職能を社会に認知してもらう

ことを目標に一致団結しようと構造家懇談

会が設立され、4半世紀がたちました。

 構造計算書偽装事件のきっかけによる建

築確認の厳格化のため構造計算適合性判定

が義務付けされ、4半世紀前と同様閉塞感、

無力感、が漂う中、昨年末には建築士法の

改正により構造設計一級建築士が誕生しま

した。構造設計者が法的に認定されました

が、今まで脇役、黒子であった構造設計者

が、表舞台に急に主役として観客の前に出

て行くことになりました。構造設計者とは

何を行い、どういう責任があるか、未だ構

造設計者の職能が社会に認知されたとは言

いがたい状況です。JSCAの責務は今まで

以上に重大です、構造設計にかかわる全て

の技術者が団結し、活動していくことが必

要です。会員皆様が積極的に参加されるこ

とを御願いいたします。

100号に想うこと
　　　

　支部長　  　　
（株）竹中工務店

角　彰
 最初に「Structure� Kansai」が代� Kansai」が代� K 々

引き継がれながら100号に達したことに、

編集委員を始め関係者の皆様のご努力に

あつくお礼申し上げます。また会員の皆

様とご一緒にお祝いしたいと思います。

 我が国では古くから、お百度参りと言

う言葉があるように、100回は願掛けが

適う、縁起の良い区切りの時と考えてい

ます。その時が、構造設計一級建築士の

実施と言う、記念すべき変革の年と重な

りました。

 世界を覆うマイナス思考は止めましょ

う。我々が求めるJSCAの理想像のため

に地道な努力を積み重ねましょう。今ま

で以上に「Structure� Kansai」が会� Kansai」が会� K 員

相互の情報交換の要となることを期待し

ています。

 我々が自分達と自分達の後を継ぐ若者

達のために、何ができるかを考えましょ

う。そしてJSCAに結集しましょう。

Structure Kansai  
100号によせて

　　　副支部長　  　　　　　
（株）平田建築構造研究所

西村　清志
 新年おめでとうございます。

 激動の２年間を経過しました。本年が

皆様のご隆盛とご健康の年でありますよ

う、祈念いたします。構造設計一級建築

士は国の認める業務独占資格となり、一

定規模以上の建物を設計するにはこの資

格が必要となる制度となりました。国交

省は定期講習等で資格の維持を考えてい

るようです。構造設計一級建築士の組織

だった教育や、指導、情報を受けられる

組織は、構造士を創ってきたJSCA以外

は持っていません。建築構造設計に特化

した組織で構造設計一級建築士制度を取

り込んだJSCAに生まれ代わる必要があ

ると感じます。構造設計一級建築士の情

報伝達、教育機関として活動する組織で

あることが望まれます。資格の登録は別

の団体でも定期講習と運営はJSCAが行

うことが重要と考えます。

期待と不安
　　　

事業委員長　  　　　　
（株）和田建築技術研究所

新保　勝浩
 明けましておめでとうございます。

 不確実性の時代になったと話題になっ

てから久しいですが、皆さんはいかがで

しょうか？まったく予想もしない出来事

が、短い周期で激動することに順応でき

なくなっている自分に年を感じさせられ

ます。姉歯耐震偽装から基準法の大改正、

原油や原材料の高騰と暴落、それにサブ

プライムローンによるバブル崩壊での株

の大暴落などなど。これから先の景況も

大きな問題ですが、なにより構造設計一

級建築士で建築構造設計者の地位が向上

するだろうか？業務報酬の告示で構造設

計料が改善されるだろうか？建築士改正

で建築士としての責任の重さや、それに

係わる懲罰で何が起こるのだろうか?今

年こそは、といつも願って新年を迎えて

おりますが、この文面を書いている現在、

僅かな明かりしかない未知のトンネルへ

入る不安とトンネルを抜けたときの期待

が入り混じった複雑な気持ちです。

貴重な記録としての意義
　　　

技術委員長　
（株）日建設計
多賀　謙蔵

 100号記念号の発刊おめでとうござい

ます。私自身昨年技術委員長を拝命する

前は広報委員を務めさせていただいてい

ましたので、3か月に一度、8ページの

小冊子とはいえ、編集担当委員の手作り

で、絶やすことなく情報を提供し続けて

きたことに我ながら感心していました。

 さて、このたび本号で技術委員会のあ

ゆみを纏めることになり、改めて記録誌

としての重要性を感じました。あゆみを

振り返ろうとして、前任の技術委員長は

樫原さん、その前はエーッと？という状

況でしたので創刊号以降のバックナンバ

ーにちりばめられた技術委員会の情報は、

はまさに宝物でした。

 ホームページを立ち上げた以降、「紙

ベースの会誌の意味」について何度か議

論がありましたが、今回「記録」として

のありがたさが身に沁みました。広報委

員会の皆様、ご苦労ですがこれからも貴

重な記録の蓄積をお願いいたします。

100号の発刊にあたり
　　　

構造レビュー委員長
鹿島建設（株）

辻　幸二
新年明けましておめでとうございます。

 構造レビュー委員会は、姉歯の耐震偽

装を契機として窓口相談・設計図書のレ

ビューを行なった特別活動「偽装問題対

応委員会」がその前身で、平成18年４

月から国土交通省のマンションサンプル

調査（関西支部72件）の委託を受けた

際に「構造レビュー委員会」として正式

に発足し、19年９月にかけてホテル・

事務所のサンプル調査（関西支部14件）

を含めて再計算報告書のレビューを行な

ってきました。昨年度から「Q＆Aコー

ナー」を立ち上げ、会員の構造技術に関

わる疑問の解決支援を図っています。更

に、構造計算適合性判定がスタートして

１年が経過しましたが、確認申請業務の

円滑化に向けた取り組みとして、関西の

適判４機関の足並み調整会議に参加して

います。適判の指摘に対する意見を、「Q

＆Aコーナー」で受け付けていますので、

皆様のご意見をお寄せ頂ければ幸いです。
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海外研修について
　　　

事業委員長　  　　　　
（株）和田建築技術研究所

新保　勝浩

 JSCA関西支部設立８年目の1988年か

ら始まった海外研修は、当初、オリンピ

ック施設の視察を目的としておりました

が、４年ごとの研修になってしまうため

に、その間は大都市の最新建築物の視察

研修としておりました。しかし、オリン

ピック施設の視察もアトランタが最後と

なり、その後は、通常の観光旅行にはな

い古代から中世の建築物を中心に視察す

る企画になっていきました。毎回、海外

研修に先立っては、担当委員の方々が精

力的に当地の建築物や歴史を下調べされ、

さらに綿密に練られた計画の上で視察い

たしますので、本当に充実したJSCAに

ふさわしい内容の視察研修となっており

ます。私は２度参加させて頂きましたが、

今でも各地の建物や同行して戴いた方々

との思い出が鮮明に残るほどです。残念

なのは、参加には１週間程度の休暇を取

る必要がありますので、なかなか若手の

方々の参加が少ないことですが、行く先々

で大きな刺激を受け、また、いろいろな

方々との交流も深めることができ、構造

設計者として必ず貴重な糧となりますの

で、特に若手の皆様には機会があれば、

ぜひ一度は参加してほしいと切望してお

ります。

1988 「韓国（ソウル・慶州）」（大韓建築学会と懇談、

�������������オリンピック施設・古墳公園見学）

1989 「最近の高層建築視察、マレーシアIEM及びACEM、���

�������������シンガポールIESとの懇談」

1990 「ニューヨーク最新建築事情視察」

1991 「バルセロナオリンピック施設、セビリア万博施設現��

��������������場見学、グラナダ」

1992 「オーストラリア最新建築視察」

1993 「ロンドン・パリ建築視察」

1994 「ギリシャ建築事情視察」

1995 「アトランタオリンピック施設を中心に」

1996 「トルコ（イスタンブール・カッパドギア他）」

1997 「北欧（ヘルシンキ、ストックホルム、サンクトペテ

�������������ルブルグ）建築の視察」

1998 「中欧(ベルリン・ウイーン・プラハ)建築視察」

1999 「イタリア(ローマ・バーリ・ナポリ)建築視察」

2000 「エジプト視察」

2001 「アメリカ(ニューヨーク・ソルトレイク)建築視察� 」

2002 「北スペイン・ポルトガル建築視察」

2003 「バルト三国(エストニア、ラトビア、リトアニア)�

�������������建築視察」

2004 「ミラノ・マルタ島建築視察」

2005 「南仏プロヴァンス地方(ニース・アヴィニヨン・

�������������マルセイユ他)の建築視察」

2006 「北仏ノルマンディ地方(モンサンミッシェル・

�������������ルアール他)の建築視察」

2007 「チュニジア、ドーハ」

2008 「クロアチア」
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技術委員会のあゆみ
　　　

技術委員長  
（株）日建設計
多賀　謙蔵

100号記念号を迎えるにあたり、技術

委員会のあゆみを振り返って見ました。

スタートは25年も前のことで、100号に

およぶがStructure� Kansai誌の情報蓄

積が大いに役立ちました。

分科会活動
 分科会活動に関する最初の紹介は

1983年６月号に次のように記されてい

ます。「関西支部の技術委員会は本部の

部会と対応させて、６つの分科会（地盤・

基礎、鉄骨、RC、PCﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ、コンピ

ュータ、耐震設計）を設置し、いよいよ

組織的に活動する運びとなりまし

た。････」このようにしてスタートした

分科会は、表１に示すように、その後木

構造、構造計画、（性能設計→）法制の

３分科会が加わり、また名称を若干変え

ながら現在の９分科会の構成に至ってい

ます。同号に次のような呼びかけもあり

ます。「････分科会の予定はストラクチ

ャー関西に早めに記述していきますが、

タイミングがありますので、自分の関心

のある事は分科会の世話役に連絡して情

報をつかんでください。複数の分科会に

参加できるように運営しています。会員

の積極参加を期待しています。」 メー

ルのない時代の情報伝達方法の懐かしさ

も感じますが、会員全員に開かれた分科

会であるという精神は今も変わりません。

一方でこの後も会員の積極参加を呼びか

けるメッセージが何度も掲載されており、

この悩みも今も変わらず、というところ

でしょうか。

定例研究会
まず、記念すべき創刊号から、技術委員

会の船出に関する林保氏の記述を引用さ

せていただきます。当時は、第一委員会、

第二委員会という組織構成だったようで

す。

「････関西支部の組織は、組織、広報、

財務を担当する第１委員会と、事業、技

術を担当する第２委員会で構成されてい

る。そして、第２委員会は構造設計の技

術面を直接論議し、技術面の向上を計る

中心的な存在である。（中略）技術委員

の活動は、本部技術委員会のテーマを分

担することの他、6、9、12、3月の年4

回に定例研究会を開くこととした。この

世話役幹事は真塚さんに、実行委員を岡

嶋、辻、宇藤、出口さんにお願いするこ

とにした。第1回目の研究部会は、来る

６月26日午後３時～5時まで関西建築会

館に於いて、「薄板鋼構造 その１」他

のテーマについて行う予定である。多数

会員の参加を望みたい。････」

 このように、定例研究会の開催が技術

委員会の活動の骨子のひとつとしてスタ

ートしています。表２に技術委員会が担

当したと思われる定例研究会、講習会等

を列挙してみました。記載以外に見学会

や最近ではサテライト主催の講演会など

もありますが、ここでは割愛させていた

だいています。タイトルを眺めると、各

分科会が担当してその時々の課題や関心

事を取り上げてこられたことがよくわか

るとともに、「阪神・淡路大震災」「性

能設計」「耐震偽装」といった構造設計

にかかわる大きな事象については、分科

会の枠を超えて数回にわたって開催され、

そのインパクトの大きさがいまさらのよ

うに思い出されます。

構造設計ゼミナール
 当初は年４回を目指してスタートした

定例研究会ですが、見学会は事業委員会

主催となったこと、また震災の影響もあ

ったのでしょうか、この10年ほどは５

月の通常総会時に集中的に実施するスタ

イルが定着してきたようです。一方で

2005年11月に発覚した構造強度偽装問

題を機に、改めて私たち構造設計者の職

責を強く意識したJSCA関西支部の活動

方針が2007年４月に打ち出され、その

第一に「職能研鑚支援として研修会活動

を強化する」ことが掲げられました。こ

れを受けて同年11月からスタートした

のが技術委員会が担当する「構造設計ゼ

ミナール」です。その目的は「社会的信

頼を得る為に、構造設計のレベル向上を

目指し、会員外を含めた研鑚活動を実施

する」ことであり、「一方的講義ではな

く、実務者同士の議論により技術上・倫

理上の問題点を掘り下げていく」ことを

目指しています。

 定例研究会が重要行事として定着して

きた反面、分科会活動が見えにくくなっ

てきた懸念を解消することも意識し、分

科会活動の“見える化”も兼ねて各分化

会の持ち回りで、２ヶ月に１回程度のペ

ースで既に７回実施してきました。各回

の様子をストラクチャー関西に掲載して

いただいていますので詳細はそちらに譲

りますが、おかげさまで会員外の方も含

めて毎回多くの方に参加いただき、まず

は順調に滑り出しています。継続してい

くにはエネルギーを要する事ではありま

すが、皆様の積極的なご参加が最大のエ

ネルギー源となります。今後もぜひ一緒

になって技術委員会活動を盛り上げてい

ただくよう、お願い致します。
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表１　関西支部技術委員会の変遷
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表２　技術委員会担当の定例研究会等（見学会、サテライト活動は除く）
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■　バックナンバーの紹介

　これまでの関西の構造技術の歩みを振り返り、今後の進むべき方向を考えるための資料として御活用い
ただくべく、Struture Kansaiの第１号から第99号までの主要記事をその時代の建築関係の出来事および
社会的な出来事と合わせて紹介します。
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（執筆担当委員：大住、白髪、藤井、三輪）
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■作品紹介 INDEX　No.１号～99号

　Struture Kansaiでは、これまで沢山の新築建物を紹介してきました。100号を記念し、第１号から第
99号までに掲載された建物のうち、設計者自らがご紹介いただいた作品をINDEXの形でまとめました。
掲載号とともに振り返ると、それぞれの時代を代表する関西の建物がそろっています。資料としてご活用
ください。
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（執筆担当委員：石鎚、垣岡、金田、山浦）
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兵庫会のあゆみ
　　　

代表世話人

久森　敏平
 平成12年に、阪神淡路大震災から５

年を経過したが、一向に景気はよくなら

ない。構造士の地位もなかなか上がらな

い、このような世の中の不景気を吹き飛

ばそうと、神戸を中心に兵庫県下に在住

のJSCAメンバーの方々と、将来の建築

の話・構造の話・世の中の話等 サロン

的な会を作ろうと、誰彼となく声があが

り、参加者の呼びかけをおこないました。

 JSCA兵庫の勉強会は、正式に発足す

るまでの準備会として、平成12年６月�

山田昭冶氏（大阪市立大学大学院講師）

による、建築振動入門「動的解析に用い

るモーダル・アナシス」、平成12年９

月�南宏一氏（福山大学教授）による、「新

法の限界耐力計算の概念」、平成13年

１月� 四宮忠明氏（兵庫県県土整備部住� 四宮忠明氏（兵庫県県土整備部住� 四

宅整備課室長）による、「限界耐力設計

法について」計３回行った。

 JSCA兵庫会の発足を記念して、平成

13年６月22日を第1回目として計９回の

シリーズで、神戸大学の日下部馨教授に

よる、「建築振動学の基礎・地盤と建物

との相互作用について」の勉強会を開催

したところ、延べ約500名の参加者があ

りました。

 平成14年度は、８月に南宏一氏による、

「限界耐力設計の実務と問題点」、10月、

11月、翌１月の３回にわたり二村誠二

氏(大阪工業大学)による、「地球環境と

建築生産のあり方」の勉強会を開催いた

しました。

 平成15年度は、６月に、構造士に限

らず、構造設計者の育成にも役立つテー

マを設け、活動を計画しましたが、メン

バーが多忙になり、これらしい内容がな

い状態です。

 平成17年度は、耐震偽装問題をうけ、

神戸市が過去３年分の確認申請について

詳細チェック（計128件）を行う事とな

り、JSCA兵庫会に協力要請がありまし

た。まずは、「神戸市建築構造専門審査

会」が設置され、兵庫会から２名が参加

し、詳細チェックの審査を行い偽装のな

いことを確認し、この作業を通じて議論

されたことが「今後の構造審査のあり方

について」として審査会報告としてまと

められました。平成19年度からは、「兵

庫県建築研究会」に合流して勉強会に参

加して夫々努力を行っています。

京滋会のあゆみ
　　　
世話人

増田　廣見
 発足から17年を迎えるJSCA京滋会の

生い立ちについて述べます。

 そもそも構造設計技術者の集まりであ

る構造家懇談会から発展的に「(社)日本

建築構造技術者協会（JSCA）」になっ

たのが平成元年だったと思います。当時、

関西支部の活動に精力的に取り組まれて

いた故俣野博（当時(株)竹中工務店）さ

んが、「JSCA支部の活動を活性化する

ためには、各都道府県単位のサテライト

活動を積極的に行う事が必要だ」と提唱

されていました。地域の構造設計技術者

が、情報の交換をしたり、その地域特有

の問題などを話し合ったり相談するとい

った交流を持つ事は大変有意義なことで

あります。

 その第一歩として、俣野さんがお住ま

いだった京都で活動を始めるよう強い働

きかけがあり、魚木晴夫（C&C事務所）

さんを中心にサテライト活動を立ち上げ

る事となりました。京都に加え隣の滋賀

県も一緒にということで、平成４年に

JSCA京滋会が発足した次第です。たぶ

ん全国で最初のサテライトだったと思い

ます。

 数人の有志とどのような活動を行おう

かと相談した結果、とりあえず講演会を

行う事としました。地区に根ざした活動

と言うことで、講師をお願いする先生も

京都･滋賀に関わりのある先生にお願い

することとしました。幸い京都･滋賀に

はたくさんの大学があり、講演をお願い

する先生には恵まれた環境にあります。

おかげさまで、平成4年以来17回を数え

る活動が継続しています。毎回20～30

名の参加者があり、最近は京滋会以外の

会員の参加も増えている状況です。

 普段は身近にお話をする機会のない講

師の先生とも、このJSCA京滋会では直

接お話ができるいい機会となっています。

また講演会後の懇親会では、本音の話が

聞けたりして先生の別の一面にも接する

ことができ、有意義なひとときとなって

います。

 昨今の建築基準法の改正等で、JSCA

の今後のあり方についても活発に議論さ

れています。JSCA京滋会も一緒に考え

行動してゆきたいと思います。

奈良会のあゆみ
　　　
幹　事
中村　俊治　嶋崎　敦志　中本　明
中西　治夫　峠　政和
 この頃すでに10年近い歴史を持って

いた京滋会や、それに続く兵庫会がサテ

ライトとして活発な活動を続けておられ

「次は奈良でもサテライトを」との声が

あり会の発足を見たのは平成14年４月

のことでした。

 もう初夏を思わせる暑い日の夕刻、近

鉄奈良駅近くの小さな店に集まった有志

５人がまず一歩を踏み出そうと意気込ん

でビールのジョッキを上げたのが出発点

でした。

 このとき、あまり堅苦しい会則など設

けず奈良県在住、在勤の構造技術者の間

で技術情報の交換などを通じて、技術の

向上や親睦を図るのを目的にしようとか

なりラフな気持ちの出発でした。

 以来６年の間に記憶に残るのは、やは

り2004年の末から2005年１月17日にか

けて行なわれたシンポジュウムや構造展

の開催でした。奈良会でも会場探しに走

り回ったり、開催が12月18,19日と年末

も押し迫った頃で果たして幾人の人が見

に来てくれるのかと不安な思いで開催日

を迎えたことを思い出します。

 そのほか年間１、２回講演会や見学会

を行ってまいりましたが、中でも平成

18年６月に催された講演会はJSCA理事

金箱温春氏による「バランスのよい構造

を目指して」と奈良会の山浦晋弘、嶋崎

敦志、両氏による「構造二次部材のデザ

インについて」で、多くの奈良会以外の

方々にもお申し込みいただき、かなりの

盛況で聴講は50名を数える事となり、

普段小人数の活動になりがちな奈良会と

しては大変嬉しいことでした。

 サテライト奈良会では講演会や見学会

にJSCA会員はもちろん会員外の方の参

加も歓迎しております、周囲の方々にも

是非お声をかけていただき奈良会の活動

にご参集ください。

■　サテライト会の活動のあゆみ
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25周年事業委員長
（株）日建設計
阿波野　昌幸

■企画立案
 JSCA関西支部は、構造家懇談会の関

西支部として1982年２月に発足し、昨

年の2007年で25年目の節目を迎えました。

これを機に2007年１月にJSCA関西25周

年事業企画委員会を立ち上げ、記念事業

を企画することとなりました。企画委員

会発足当時は構造偽装問題に端を発した

基準法改正が決まり、今直続く構造技術

者の混乱が始まりだした頃であり、その

状況の中で如何に活気ある構造家集団を

目指すかを考え、この混乱・逆境の中で

我々が元気を維持し続ける起爆となる企

画を練り続けました。

 毎月のように開催した企画委員会では、

講演の企画を考える段階では、候補者と

して様々な分野の方、学者、技術者、文

化人、作家、芸能人等を選び、その後絞

込んでいきました。いろいろな経緯を経

て上記の２回の講演会を開催することに

しました。

 さらに、600名弱の会員によるJSCA

関西支部は全国の活動はもとより、関西

支部独自でも様々な活動を企画・運営し

ていることを振り返り、その年譜をまと

める作業も平行して取り組みました。こ

れは第１回の記念事業に資料としてご来

場の方々に配布しました。

■第１回記念事業
 歴史を振り返ると、政治の中心である

関東が比較的「官」主導の社会であるの

に対し、関西では「民」主体の社会・文

化が育くまれ、古くから独特の伝統・文

化の蓄積があります。この風土で育った

JSCA関西が技術・文化を通して元気で

あることを社会にアピールしようとした

のが第１回の企画です。

 角支部長から、挨拶の後、配布資料の

「JSCA関西のあゆみ」により関西支部

発足以来、現在に至るまでの活動の歴史

が紹介され、会員の皆様とともに多くの

懐かしい企画、事業等を振り返りました。

 次に、関西から技術の世界への発信と

して最も相応しい、実大実験施設Ｅ－デ

ィフェンスのセンター長である中島先生

にご講演いただきました。世界最大の実

大動的実験ができる施設を持つ関西に、

多くの実験見学者を世界中から招き、語

り合い、活性化してはとのお話は、まさ

に本企画の趣旨に副うものでした。

 さらに大阪府出身の直木賞作家である

藤本先生は「人間構造学」と題してのご

講演で、東南海と阪神の２回の震災経験

を語られ、終戦後の闇市での経験、大阪

人の特徴、「真実・うそ・虚構」の言葉

の違い、「男」と「女」の漢字の意味等、

文章や言葉に関する興味深い話を柔らか

な大阪弁で語られ、聴衆は笑いも交えて

大いに盛り上がりました。

■第２回記念事業
 第２回の企画としては、現在は日本科

学未来館の館長である宇宙飛行士・毛利

衛さんをお招きしての講演と、建築の未

来に眼を向けて企画・募集したアイデア

コンペを中心に催しました。因みに、毛

利さんのご講演は年間４回以内と決めら

れており、講演の趣旨や

企画内容を日本科学未来

館が審査した後、講演が

決定するというハードル

の高いものでした。また、

講演直前の毛利さんとと

もに行われたリハーサル

では、企画委員による司

会、画面切替え操作のタ

イミング、照明などに対

し厳しいご指示があり、

繰返し練習が行われ、宇

宙飛行士として一瞬のミ

スも許されない訓練を受

けられてきた毛利さんの

一端を窺い知ることがで

きました。

 リハーサルの後、最初

の講演は日本科学未来館科学コミュニケ

ーターの江水さんによるご講演で、科学

未来館の活動と役割を説明され、さらに

未来を左右する都市・建築空間がどのよ

うな技術で作られているのかを一般市民

に積極的に伝える活動が必要であるので

はないかと我々に語られました。

 毛利さんの基調講演では、JSCA関西

が発足した1982年にNASAが着手した

国際宇宙ステーション計画について、宇

宙開発技術の先駆性、国際間での技術力

の競争、地上の技術者のバックアップの

重要性などを語られ、さらに、講演の１

ヶ月前に土井宇宙飛行士が見事に宇宙ス

テーションへ「きぼう」の保管室部分を

接続させたことをビデオにより詳細に紹

介されました。会場からの多くの質問に

も答えられ、300人近い聴衆の眼と耳を

釘付けにしました。

 後半のＰＤでは、まず、企画委員でま

とめた建築の未来に対するアンケート調

査の結果を報告し、そのあと、「あなた

が考える建築の未来」アイデアコンペの

最優秀作品１点と優秀作品７点について、

応募者によるプレゼンテーションを行い

ました。コンペには16件の応募があり、

各々の作品は建築の未来を様々な視点か

ら表現されており、いずれも力作で夢あ

ふれる未来が創造されていました。

JSCA関西支部創立25周年
記念事業サマリー

●第1回 2007年11月22日（建設交流会館グリーンホール）

「関西から世界へ発信 ～技術・文化そして元気～」

・挨拶（15:00～15:15）

「JSCA関西の25年、これからのJSCA」角�彰（支部長）

・講演１（15:15～16:15）

 「めざせ－関西発コスモポリタン」中島正愛（京都大学教授）

・講演２（16:30～18:00）

 「人間構造学」         藤本義一（作家）

・懇親会（18:10～20:00）

●第２回 2008年4月17日（大阪国際会議場）

「未来を語ろう ～建築・地球そして宇宙～」

・企画講演（15:00～15:30）

 「ツールとしての『科学技術』を建築はどう使いこなすか」

   江水是仁（日本科学未来館科学コミュニケーター）

・基調講演（15:30～16:30）

 「未来建築としての宇宙ステーション」

   毛利衛（宇宙飛行士、日本科学未来館館長）

・パネルディスカッション（16:40～18:00）

 「建築の未来を語ろう」 25周年企画委員会

 「あなたが考える建築の未来」 アイデアコンペ参加者
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構造計算適合性判定の円滑化に
向けた取り組み

　　　
構造レビュー委員長

鹿島建設㈱
辻　幸二

■はじめに
 構造計算適合性判定が2007年6月にス

タートして、１年以上経過しています。

最初の1年は、設計者、建築主事、適判

員共に手探りの状態だったために、色々

な不満や摩擦が生じていましたが、最近

はやや落ち着きを取り戻しつつあるよう

です。年間の適判対象件数は、全国で７

万棟とも８万棟とも予想されていました

が、蓋を開けてみれば、その半分程度の

棟数が適判で審査されたようです。これ

は、不況の影響に加えて、適判を避ける

建築計画を指向したことも大きな要因と

思われます。適判に要した日数は、

GBRCの場合平均45日程度とのことです

が、今後30日程度までの期間短縮に向

けた様々な施策を実行されると伺ってい

ます。

■足並み調整会議
 構造レビュー委員から、適判の指摘事

項について意見を募ったところ、不適切

と考えられる指摘や、これはおかしいと

考えられる指摘があるという意見が数多

く出されました。JSCA関西から関西の

適判４機関に対して、適判の円滑化に向

けて協議する機会を設けて欲しい旨、要

望したところ「近畿建築行政会議適判部

会」の下に「足並み調整会議WG」が発

足して、JSCA関西からもその会議に出

席して意見を述べる機会が与えられるこ

とになりました。GBRC、BCJ、大阪府

防災センター、及び兵庫県住宅建築総合

センターの４機関と近畿建築行政会議の

メンバーとして大阪市の長谷川係長が

WGのメンバーで、JSCA関西からは角

支部長、近藤副支部長、多賀技術委員長

と辻の４名が参加しています。

 第１回「足並み調整会議」が、８月２

６日にGBRCの会議室で開催されて、「判

定機関の足並みの乱れは、設計者（ひい

ては社会）の適判制度への信頼を揺るが

しかねない大きな問題点であり、その解

消のために４機関は最大限の努力を払

う。」という基本姿勢が了承されました。

具体的には原則として以下の方針で進め

られることが確認されました。

① 確認審査機関に適切な役割分担を求

  める方向を基本とする。

② ５者が適宜、不適当な質疑・指示と

  思われる実例を持ち寄り、一件ごと

  に検討する。

③ ５者の合意を基本とする。

④ 判定員への「基準」の周知は、各機

  関がそれぞれに適切な方法で行なう。

⑤ 個別案件について「基準」に則って

  指摘しないことが構造安全上特に問

  題があると判定員が判断した場合に

  は、判定機関の担当者に連絡し、調

  整する。

⑥ 既存のQ＆Aなどは尊重する。

⑦ 知事との事前調整はしない。

11月末時点で、「足並み調整会議」

は５回開催され、その内の４回にJSCA

関西からも参加しています。４回の「足

並み調整会議」で協議を進めて感じたこ

とは、当然といえば当然のことかもしれ

ませんが、足並み調整の難しさです。

WGの方針も少し保守的な方向に推移し

つつあり、合意事項についても、各機関

内判定留意事項として取りまとめるため

公開しないこととされました。また、技

術基準のグレー部分はICBAのQ＆Aに

判断を委ね、近畿ブロックでの統一基準

は作らないこととされました。

■ＪＳＣＡ関西からの提案書
 「第１回足並み調整会議」に先立ち、

構造レビュー委員から提出された不適切

と思われる質疑・指示の事例について、

判定機関へのJSCAとしての要望を「構

造計算適合性判定を円滑に進めるための

提案（１）としてまとめて提示しました。

次頁に提案書のコピーを掲載しているの

で、参照してください。提案（１）の指

摘事例の左枠の「事例」及び欄外の注記

は、現時点の状況であり、最終結論では

ないので、注意してください。その他は、

JSCA関西からの提案書のままです。

 「足並み調整会議」の中間報告として、

未だ合意されたものではないという前提

で、個人的な見解を含めて、誤解を恐れ

ずに少し紹介します。

 No.1は、これを契機に全ての適判で

指摘される恐れがあり、我々の意向と違

うので、提案そのものを取り下げます。

 No.6は、杭の偏心に伴うあらかじめ

の検討について、適判では検討内容の妥

当性のみを判定する。従って、全てのケ

ースを網羅したような表現は避けて、一

つのケース（凡例）として、検討してお

り、杭施工後、改めて検討する旨の計算

方針を明記するのが望ましい。計画変更

か軽微変更かは確認審査機関が判断する

事項とのことです。

 No.9は、設備の配管スリーブの位置を、

設備系統図で、梁貫通可能位置や数は、

構造図の仕様書で判断可能としている機

関があります。設備系統図と構造図の仕

様書で不整合があれば指摘しているとい

うことでした。

 No.10、13は、微妙な問題を含んでい

るので、取り下げる方向です。

 No.11、15は、基礎分科会に要望文の

用語の定義、文案等について検討をお願

いしています。

④の申請図３部の内、朱印が必要なのは

１部のみで、２部はコピーするのが正し

いとのことです。

⑤のICBAの質疑回答の改善のお願いに

ついては、未だ、協議の俎上に上がって

いないので、今後要望していく予定です。

■会員からの意見募集
2008年10月17日、関西支部に所属す

る会員に対して、「構造計算適合性判定

での指摘についての意見募集」の一斉メ

ールを発送しました。ご意見はJSCA関

西ホームページの中の「Ｑ＆Ａコーナー・

適判での指摘」からお願いします。皆様

から頂いた意見について、全ての意見を

提出するものではありません。構造レビ

ュー委員会で協議し、その妥当性につい

て概ね合意された意見を要望として提出

します。構造レビュー委員会で協議する

に当たり、必要な情報を皆様から提供頂

く必要がある場合は、ご協力よろしくお

願いします。「Ｑ＆Ａコーナー・適判で

の指摘」には適判員としての設計者への

意見を記入して頂いても結構です。

 適判制度は、不都合な設計を無くし、

構造設計の適正化を図るために円滑に運

営されるものであり、JSCAは基本的に

この制度に反対しているものではありま

せん。不都合な指摘というものも、

JSCA会員の判定員が指摘しているもの

もあることと思います。我々JSCAはど

ちらの立場でも当事者であります。我々

がこの制度の適正化の主役にならなくて

はなりません。皆さまの更なるご支援・

ご協力をお願い致します。
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■JSCA将来像策定について
　　　

　副支部長　  　　　
（株）東畑建築事務所

近藤　一雄

2005年11月に発覚した構造計算書偽

装事件は、建築界はもとより一般社会の

建築構造への関心を高めると共に、大き

な波紋を残すこととなった。その結果建

築基準法の改正により構造計算適合性判

定制度、建築士法の改正により構造設計

一級建築士(以後構造一級と称す)制度が

発足することになった。新制度では、構

造設計者はその存在や役割が明確になる

反面、責任が伴うことになる。また法令

遵守や高い倫理観も要求されることにな

る。このような状況の中で、2007年度

にJSCA将来像策定WG（主査：山辺豊彦）

を立ち上げ、JSCAのあり方の再構築の

検討を行い2008年１月に検討結果報告

書が会長へ提出された。本報告書の概要

はStructure�No106� 2008.04に掲載され

ているが改めてここにその要約を掲載す

る。

１.会員制度
 (1)� 正会員は、一級建築士有資格者と� 正会員は、一級建築士有資格者と� 正

   し、実務経験条件を現行の７年か

   ら４年に緩和する。

 (2)� 構造設計一級建築士に対して積極� 構造設計一級建築士に対して積極� 構

   的に入会を促す。

 (3)� 準会員として構造設計・監理およ� 準会員として構造設計・監理およ� 準

   び関連業務を行っている人に対し、

   これまで以上に積極的に入会を促

   す。

２.資格制度
 (1)� JSCA認定の新建築構造士を創設� JSCA認定の新建築構造士を創設� J

   する。

 (2)� 現建築構造士は構造設計一級建築� 現建築構造士は構造設計一級建築� 現

   士を取得していること。

 (3)� 新建築構造士幅広く総合的な視野� 新建築構造士幅広く総合的な視野� 新

   を持つ構造設計者であるとJSCA

   が認定したもの。

 (4)� 現建築構造士は当面存続させたの� 現建築構造士は当面存続させたの� 現

   ち新建築構造士に移行する。(構

   造設計一級建築士資格取得者は申

   請により新建築構造士に登録す 

   る。)

 (5)� 構造設計一級建築士資格を持たな� 構造設計一級建築士資格を持たな� 構

   い者、関連業務の実務に携わって

   いる者に対して、各分野における

   技術を評価し、JSCA認定の専門

   技術者資格を検討する。

３.会員サービス
 会費に見合う会員サービスを実行する

システムを検討するとして

 (1)�正会員に対して

  a．業務拡大【業務受託、採用・求

   職情報、法律相談、保険サービス】

  b．技術的支援【設計内容の技術的

   確認、

  c．若手の教育【職能教育、技術教

   育】

  d．シニアの技術研鑽

 (2)�賛助会員に対して

  a．技術交流会の開催

  b．HPでの賛助会員のページの充実

４.協会運営
 (1)�構造設計者の責任、報酬の明確化

 (2)� 法人� 法人� 法 の性格 公益社団法人か一般

   社団法人か

 (3)�支部活動の活性化

 (4)�若手の参画

���������委員会への若手の登用、若手委員

  ��会、新人懇談会の開催 etc

５.社会参加
 災害時の救援活動、住宅相談員の派遣、� � �

耐震化相談 etc

 以上の将来像策定ＷＧの報告を受けて、

2008年度より新たに将来像策定ＷＧⅡ（主

査：近藤一雄）を組織し、その具体化の

ための検討を進めてきた。そこでは、将

来像策定ＷＧの報告を改めて一から見直

すと同時に、本年度通常総会において開

催した中間報告会での貴重な意見や、機

会あるごとに頂いた会員からの声、これ

らを反映し報告書をまとめ、10月に報

告書(案)を公表し、広く会員からの意見

を募った。寄せられた意見、提案を元に

再検討を行い、最終報告書(案)を11月28

日開催の理事会に答申し、一部修正を加

え理事会承認を得た。以下に最終報告書

の概要および、寄せられた意見・提案の

まとめおよびそれらに対するWGⅡの考

え方を示し、WGⅡ検討方針ならびに

WGⅡ議事録に変えさしていただく。

最終報告書概要を以下に示す

JSCA将来像策定WG｢報告書　概要
１.JSCAの理念を明文化した
 (1)� JSCAは、建築物の構造設� JSCAは、建築物の構造設� J 計・監理�

   や建築構造技術に関する業務に携

   わる者の集まりであり、会員に倫

   理に遵守、安全性・耐久性に優れ

   た建築物の設計・監理を促し、も

   って良質な建築物を社会に提供す

   る。

 (2)� JSCAは、会員の活動を支援し� JSCAは、会員の活動を支援し� J 、

   職能に対する社会の理解を深める

   ことに努める。

２.会員構成と会員資格について
 (1)� 正会員は、構造設計一級建築士お

   よび一級建築士で実務経験4年以

   上で推薦のあるものとした。

 (2)� 従来の準会員の名称を一般会員と

   改称した。

 (3)� 将来の構造設計者の早期入会を促

   進するため、学生会員を設けた

３.協会認定資格制度について
 (1)� 建築構造士制度は、構造設計一級

   建築士の上位資格として位置づけ

   継続する。

 (2)�建築構造士はJSCA建築構造士と

   改称する、従来の建築構造士は構

   造一級建築士の資格を取得するこ

   とによりJSCA建築構造士に移行�� �

   する。構造設計一級建築士を未取

   得の建築構造士もJSCA建築構造

   士に移行するが今後３年以内に取

   得しなければ更新はできない。

 (3)� 満60歳以上の正会員で建築構造士� 満60歳以上の正会員で建築構造士� 満

   の責務に対して実績のある者を対

   象として称号【JSCA名誉建築構

   造士】を新設する。

 (4)�構造設計一級建築士取得前の

   一般会員を対象とした資格【JSCA員を対象とした資格【JSCA員を対象とした資格【JSC

   建築構造士補】の創設を検討する。

 (5)��構造設計の専門分野に携わる

   構造議事術者を対象とした資格

  � 【JSCA専門技術者】の創設につい

   ても検討する。

４.会員に対する活動について
 従来の活動に加え新たな会員活動を行

う。

 (1)��研修会の充実

 (2)��構造設計・技術発表会の開催

 (3)��設計保険制度の確立

 (4)� 耐震診断・補強判定委員会や構造

   レビュー委員会の充実

５.公益法人への取り組み
 公益法人改革において、職能団体であ

ると同時に公共の福祉に寄与する団体と

しての社団法人を目指す。

６.今後の検討事項およびスケジュール
 JSCA将来像の早期実現に向けての詳

細検討は既往の委員会が中心となり行う、

会員資格等定款の変更は、2009年6月総

会での決議を目標とする。
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ご　意　見 将来像策定WGⅡの考え方（案）
JSCA活動の基本方針
会員が受ける、具体的なメリットは何でしょうか？
 JSCA�に入らなくても十分仕事ができる…
 建築構造士は構造設計一級建築士にとってかわるし… �
 若い人はメリットがないのに高い会費は払えない… �
 何を得るために入会するのでしょうか？
会員数が多くても、実働会員は限られていませんか。�
 一部の方々に負担が集中していませんか。
 ・技術者集団とはいうものの、レベルの違いがあるはず。
 個々人の足並みは揃っていますか。

会員構成について
 JSCAが（新）建築構造士、構造設計一級建築士、正会員（前
記２者を除く）、一般会員、学生会員、名誉会員、学術会員、
賛助会員と広範な会員を束ねることで、構造設計に係わる関係
者集団となることには疑問があります。（現JSCAが今回の国交
省の一連の法令改正・制度改正の動きに決定的威力を発揮でき
なかったことの反省）。むしろ、社会的に認知された資格者に
限定した専門家集団にすることの方が官に対しても社会に対し
ても発言力が大きくなるのではないでしょうか。

会費について
・今後、検討されるとありましたが、1万円前後で検討をお願い
 します。⇒周りの者で「１万円位なら入会するんだけど…」
 という意見が多いようです。

・構造計算書偽装事件直後からのレビューなどによる臨時収 
入を除くと、現状の会費で協会の運営がやっと出来る状況です。
会費は会員数と係わりが大きいので、会員数増加によって、御
意見を実現できる可能性も皆無ではありません。

・一協会の主張が全面的に採用されるものであれば、そんな 
に簡単なことはないし、JSCAとして構造設計者が結集している
必要もありません。JSCAが存在し、その主張・活動があったこ
とから、このレベルで決着しているのです。
・会社や業界を母体とせず、個人の集まりであるからこそ、 
現在のような多様な人材が活動できていると思っています。
 道のりは遠いけれどたゆまぬ活動があってこそ前進がある 
のです。

 JSCAフェローなるものの新設には賛成できない。退会防止対
策であることは見えみえで、一般社会に対して説明できない。
世界的にも、「フェロー」という称号は「上級会員」のイメー
ジであり、資格を失った者に与えるものとは考えられない。
 JSCAエンジニア資格も理解できない。「エンジニア」という
称号は、世界的には「アーキテクト」に対応する資格と聞いて
いる。一級建築士取得前に「エンジニア」資格が取れるとは、
大変な安売り。「建築構造士」を英訳すれば、「JSCA �
Structural�Engineer」ではないのか。

 大学人には名誉教授の呼称を与え、社会参画への道を残して
いるように、現役ではないが、その種の経歴を有する者として
の称号を創りたいと考えて提案しました。
 フェローも含め、名称は今後慎重に決めたい。「JSCAエンジ
ニア」は、有用な設計補助者をJSCAが認定するものであり、構
造設計者の構成員として、その立場を認定し、JSCA理念を広い
意味で実践する仲間として、取り込みたいと考えて提案しました。

協会認定資格制度等について
・建築構造士と構造設計一級建築士との違いを明確に。
・構造設計一級建築士資格者が、法的に何のメリットも無いに
も関わらず、更なる上乗せ資格となる建築構造士に積極的にチ
ャレンジするとは到底思えません。むしろ、一級建築士は取得
したが構造設計一級建築士になっていなくて、それでも実働部
隊としてそこそこの力量を有して構造設計を行っている者のス
キルを保証する資格として、建築構造士を使えばどうでしょう？
 一級建築士⇒構造設計一級建築士⇒建築構造士、本報告書（案）
でいけば、建築構造士への道のりは果てしなく遠いです。門戸
を広げて敷居を下げる方が良いと思います。

 構造設計一級建築士に求められる業務は法適合確認です。建築
構造士は、構造設計一級建築士に要求される実務遂行能力に加え、
一般社会に対して専門家として説明ができること、構造設計者の
職能向上に寄与する活動を行えることなど、構造設計者のリーダ
ーとしての能力を有するものとして位置づけています。
 建築構造士を構造設計一級建築士の下位資格と位置づける案も
検討しましたが、希望者は少ないと予想されること、構造設計一
級建築士のレベルがあまり高く設定されなかったことから、現状
の提案になりました。
 理想としてはJSCAには構造設計一級建築士の全員が入会、建築
構造士になって頂き、JSCAの運営の中核は建築構造士に担って頂
きたいと考えています。
 JSCAが正会員に対して行なう業務支援は、建築構造士を優先す
る運営としたいと考えています。

公益法人への取り組みについて
 職能団体は日本医師会、各弁護士会はじめ、数多くある。そ
れらは、いずれも公益のための団体として、「公益社団法人」
を目指しているのではないか。JSCAも「公益」で頑張るべきと
思う。もしも、第３者の目が必要なら、この機会に理事の半数
は外部から入れても良い。ただし、日常の活動は常任理事で進
める制度にする。

 JSCAの活動に見合った形態をとるべきで、信用のみに固執して
公益社団法人を目指す必要はなく、今後の検討事項だと思ってい
ます。ただし、第三者の役員の制度までは必要ないと考えています。

構造設計一級建築士資格者の大半を包含するよう」とありますが、
弁護士会と弁護士の関係のように、JSCAに入らずして構造設計
を生業とすることは叶わないような仕組みが作れると最高なの
ですが…

強制加入団体になれるなら理想的ですが、国の制度上、新たに
強制入会団体を作ることは、不可能に近いようです。しかしな
がら、JSCAが社会から信用され、実質的にJSCA会員は仕事が
しやすい様な状況までJSCAを昇華できるよう、がんばりましょう。

・JSCAに入らなくとも十分仕事ができる。メリットは何かという語
 句にあるような直接的メリットを求めますか。メリットは構造設計
 者が結集していることにより、その職能が保持されることです。参
 加し活動することにより、廻りまわって構造設計者の立場が保全さ
 れることです。
・御意見の内容は当WGメンバーも同じ悩みを抱きつつ、活動してい
 ます。基準法改正前後に、少しでも構造設計関係者の負担を増やさ
 ないよう、昼夜作業をいとわず資料を作成し、主張し続けたのも、
 手弁当の委員です。耐震判定委員会を営利事業として実施すること
 なども検討の俎上に乗っていますが、今後とも手弁当の活動中心に
 ならざるを得ない面があることは、御理解いただきたい。
・一級建築士を正会員の要件にしているので、基礎的能力の違いは大
 きくはないはずですが、職場環境・経験等によるレベルの違いは、
 厳然として有ります。それでも、足並みを乱さないで活動すること
 を目指しています。
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 Structure� � Kansaiも100号を迎えま

した。その間、構造家懇談会よりJSCAに

なり、法改正あり、建築界の移り変わり

を読むことが出来ます。この小さな機関

紙の紙面に我々の思いを結集し、凝縮し

て掲載した記事は高く評価されると思

います。Structure� � Kansaiは法改正を

はじめ、社会の動きをジャーナルに伝え

ること、JSCAの技術分科会などの事業、

作品の紹介などの情報を伝えることが

出来ました。更には会員の声もアピール

して、Structure� � Kansaiが今後とも永

続していくよう、会員の技術の向上と精

励されている業務が良い成果となって

行きますよう祈念いたします。

（担当：三原 河野）

●事務局だより
　構造設計ゼミナールの開催がこの１年
で７回を迎えました。今後も活発な活動
を目指しています。みなさまの積極的な
参加をお願いいたします。

（事務局長：前野　敏元）

１．支部幹事会
 日時：10月20日(月)18:30～20:00

 場所：安田ビル2階会議室

２．四役会
 日時：10月7日(火)18:30～20:00

 場所：安田ﾋﾞﾙ２階JSCA関西事務局

 日時：12月８日(月)

 場所：安田ﾋﾞﾙ２階JSCA関西事務局

３．構造レビュー委員会
 日時：10月７日(火)15:00～18:00

 場所：GBRC会議室

 内容：適判の指摘内容の足並み調整

 日時：10月10日(金)15:00～18:00

 場所：GBRC会議室

 内容：適判の指摘内容の足並み調整

 日時：11月25日(火)18:00～19:30

 場所：安田ビル会議室

 内容：足並み調整会議報告 他

４．支部事業委員会
 日時：10月６日(月)18:30～20:00

 場所：安田ﾋﾞﾙ２階JSCA関西事務局

・若手技術者育成講座

 日時：２月上旬（予定）

・現場見学会（第２回）

 日時：２月下旬～３月下旬（予定）

 場所：御堂筋本町ビル

５．技術委員会
 日時：10月14日(火)18:�45～20:10

 場所：安田ﾋﾞﾙ２階JSCA関西事務局

 内容：①第６回構造設計ゼミナール 

    (PC工業化分科会)の報告

    ②第７回構造設計ゼミナール

    (情報システム分科会)について

    ③第８回、９回構造設計ゼミナ

    ール（木造分科会、耐震設計分

    科会）の企画案について

・構造設計ゼミナール

 日時：10月10日(金)17:30～19:30

 場所：大阪科学技術ｾﾝﾀｰ405号室

 テーマ：「ＰＣ造を設計しませんか」

  ・ＰＣ造の設計の特徴

  ・具体例による設計手順の解説

  ・ＰＣ造のコストについて

  ・ＰＣ造の設計例

 日時：８月22日(金)1745～19:45

 場所：大阪科学技術ｾﾝﾀｰ405号室

 テーマ：「一貫計算プログラムでの

      留意点」

  ・モデル化の落し穴、留意点

  ・大臣認定プログラムの内容

６．広報委員会
日時：10月15日(水)17:15～19:00

 場所：大林組会議室

 内容：Structure�Kansai�No.100号

   ��編集会議、No.101号�企画会議

 日時：12月５日(金)17:30～

 場所：大林組会議室

 内容：No.100号編集調整会議

 日時：１月14日(水)17:15～（予定）

 場所：大林組会議室

 内容：Structure�Kansai�No.101号

   ��編集会議、No.102号�企画会議

７．技術委員会分科会各分科会
・地盤系分科会
 日時：12月10日(水)�18:00～20:00

 内容：①構造ゼミナール反省会、

    ②来年の方針について

・ＲＣ分科会
 日時：10月21日(火)�18:00～20:00

 場所：竹中工務店会議室

 内容：①連結制震構造を適用した

     超高層ＲＣ建物紹介

    ②鉄筋のﾏｰｷﾝｸﾞについて

    ③日本鉄筋継手協会 調査研究

     発表大会報告

 日時：12月２日(火)�18:00～

 場所：竹中工務店会議室

 内容：①最新トピックス紹介

    ②その他

・金属系分科会
 日時：10月27日(月)�15:00～18:00

 場所：積水御堂筋本町ビル

 内容：鉄骨工事現場見学会

 日時：12月18日(木)�17:00～19:00

 場所：安田ﾋﾞﾙ２階JSCA関西事務局

 内容：鉄骨造の耐震診断･耐震改修

・情報システム分科会
 日時：11月13日(木)�18:00～20:30

 場所：構造計画研究所 大阪支社

    会議室

 内容：構造設計ｾﾞﾐﾅｰﾙ事前調整

・耐震設計分科会
 日時：10月21日(火)�18:00～20:00

 場所：鹿島建設北浜タワー作業所

 内容：超高層制震集合住宅事例紹介

 日時：11月12日(水)�17:30～19:00

 場所：竹中工務店ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ

 内容：耐震改修勉強会4

 日時：12月18日(木)�15:30～18:00

 場所：清水建設新神戸タワー作業所

 内容：超高層免震集合住宅事例紹介

・ＰＣ・工業化分科会
 日時：10月１日(水)�18:30～20:30

 場所：竹中工務店会議室

 内容：①ＰＣ建物の設計・施工紹介

    ②構造設計ｾﾞﾐﾅｰﾙについて

 日時：１月30日(金)�17:00～（予定）

 場所：竹中工務店会議室

 内容：①ＰＣ建物の設計・施工紹介

    ②今後の活動方針

・木構造分科会
 日時：10月１日(水)�18:30～21:00

 場所：安田ビル２階会議室

 内容：①構造設計ｾﾞﾐﾅｰﾙについて

    ②大阪府マニュアルの紹介

    ③Ｅ-ディフェンス公開実験の

     予定について

    ④大阪市からの調査業務委託に

     ついて

 日時：12月３日(水)�18:30～（予定）

 場所：安田ビル２階会議室

 内容：①構造設計ｾﾞﾐﾅｰﾙについて

    ②Ｅ-ディフェンス公開実験

     報告

・法制分科会
 日時：12月11日(木)

 場所：安井建築設計事務所 会議室

 内容：①改正建築士法は構造技術者以

     外の目にいかに映るのか

    ②情報交換

８．支部報
 Structure�Kansai�No.99発行

 Structure�Kansai�No.100発行

●編集後記

発行 （社）日本建築構造技術者協会 
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